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人口と世帯 令和6年 7 月1日現在
                 (    ) は前月比

総数　81,951 人
男　　40,295 人
女　　41,656 人
世帯　35,950世帯

※外国人住民 (38 か国・地域／ 2,103 人 ) を含みます。

広報おうみはちまんは、各自治会を通じてお届けします。また、各学区コミュニティセンターや
図書館などの公共施設、郵便局、金融機関、セブン-イレブン・ファミリーマート各店舗などに
置いているほか、市ホームページやマチイロ、マイ広報紙などでもご覧いただけます。
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第
68
回

世
界
中
で
は
今
な
お
東
欧
、
中
東

を
中
心
に
戦
争
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
昭
和
20
年
の
終
戦
か
ら
今
年

で
79
年
を
迎
え
ま
す
が
、
当
時
の
出

来
事
を
経
験
し
た
人
た
ち
が
少
な
く

な
る
中
で
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
命
の

尊
さ
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
今
後
も
大
切
に
な
り
ま
す
。
今
回

は
戦
争
と
本
市
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
紹
介
し
、
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
の
機
会
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

本
市
に
残
る
戦
争
の
痕こ
ん
せ
き跡
の
一
つ

と
し
て
、
昭
和
17
年
に
現
北
之
庄
町

の
山
腹
に
建
設
さ
れ
た
射
撃
場
の

「
監か

ん
て
き
ご
う

的
壕
」
が
あ
り
ま
す
。
監
的
壕

と
は
射
撃
訓
練
で
射
撃
の
命
中
を
確

認
す
る
た
め
の
建
造
物
の
こ
と
で
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
長
さ
19
・
５

メ
ー
ト
ル
、
内
幅
０
・
９
メ
ー
ト
ル
、

深
さ
２
・
２
メ
ー
ト
ル
を
測
り
ま
す
。

八
幡
商
業
学
徒
が
こ
の
射
撃
場
で
実

包
射
撃
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

２
年
後
の
学
徒
動
員
に
よ
り
学
生
が

招
集
さ
れ
た
こ
と
で
ほ
と
ん
ど
使
わ

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
射
撃
場
跡
は

周
辺
地
形
の
変
化
に
よ
り
、
現
在
で

は
詳
細
が
不
明
で
す
が
、
監
的
壕
は

現
在
で
も
そ
の
姿
を
留
め
て
い
ま
す
。

　

戦
時
中
の
市
民
の
生
活
に
目
を
向

け
て
み
る
と
、
戦
争
が
長
引
い
た
こ

と
で
経
済
統
制
が
行
わ
れ
、
食
料
品

や
生
活
用
品
な
ど
が
配
給
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昭
和
14
年
に
は
「
ぜ
い

た
く
は
敵
だ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

滋
賀
県
下
で
も
遊
興
業
者
に
対
し
自

戒
、
自
粛
の
指
示
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
征
す
る
人
々
や
戦
死
者
が

増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
残
さ
れ
た
家

族
の
生
活
を
ど
う
守
る
か
と
い
う
問

題
が
起
き
、
昭
和
15
年
に
八
幡
縫
製

授
産
場
が
開
設
さ
れ
、
出
征
軍
人
家

族
や
遺
家
族
の
雇
用
と
戦
争
の
支
え

と
し
て
機
能
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た

戦
時
中
の
学
校
で
は
、
昭
和
16
年
に

「
国
民
学
校
令
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

で
、
尋
常
高
等
小
学
校
か
ら
国
民
学

校
に
名
を
改
称
し
、
こ
れ
ま
で
の
郷

土
的
な
教
育
か
ら
国
家
主
義
的
な
教

育
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
18
年
に
は
、
学
徒
動
員
令
が
公

布
、
兵
役
法
の
改
正
に
よ
り
徴
兵
年

齢
が
17
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
な
ど
、

当
時
の
学
生
も
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
19
年
に
は
、
空
襲
の
危
険
が
あ

る
大
阪
市
か
ら
４
つ
の
国
民
学
校
が

    

古古
い
に
し
え

い
に
し
え    

写写    
真真    
館館  
⑤⑤

戦
争
と
平
和
へ
の
祈
り

戦
争
と
平
和
へ
の
祈
り

本
市
へ
学
童
疎
開
し
て
い
ま
す
。
八

幡
商
業
学
校
で
は
、
戦
争
へ
の
士
気

を
高
め
る
た
め
に
八
日
市
飛
行
場
か

ら
戦
闘
機
を
運
び
込
み
校
庭
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
当
時
の
戦
争
意
識
へ
の
高
ま
り
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

旧
近
江
八
幡
市
出
身
の
陸
海
軍
所

属
で
、
昭
和
初
期
か
ら
昭
和
45
年
ま

で
に
戦
没
さ
れ
た
人
は
１
７
１
２
人

で
、
滋
賀
県
全
体
で
は
３
２
５
９
２

人
が
戦
争
が
原
因
で
亡
く
な
ら
れ
て

い
ま
す
。
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

な
い
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
何
な
の
か
今
一
度
考
え
、
平
和

に
祈
り
を
込
め
て
今
回
は
終
わ
り
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Facebook YouTube LINE

2. 校庭に展示される戦闘機（為心町上会議所蔵）

1. 北之庄射撃場での訓練風景 ( 近江八幡図書館蔵 )


